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増感剤として有機色素やペロブスカイト層を用いる色素増感太陽電池やペロブスカイト型太陽

電池は、高効率化が進展し、実用レベルにおける性能評価が求められる段階にある。その評価に

あたっては通常の素子性能指標のみならず、分光技術を利用した素子内部の光キャリヤ挙動の追

跡も有用となる。本研究では、連続発振レーザーを用いた疑似定常光励起下の分光を色素増感太

陽電池の光キャリヤに適用し、短絡光電流との同時計測を行うことで、実用条件下における光キ

ャリヤの分光信号の特性について検討を行った。 

TiO2,N719 色素,ヨウ素系電解液,透明電極(FTO)から

なる素子を連続発振の 473nm レーザーで励起し、透過プ

ローブ光の変化量 ΔT の時間変化を、光励起前後におい

てオシロスコープにより計測した。このとき、光電流の

時間変化も同時に測定した。 

図 1(a)及び(b)に、光電流と 0.964eV における TiO2キャ

リヤの分光信号の同時計測結果を示す。過去にも類似し

た計測について報告したが[1]、そのときに比べて励起強

度を小さくした結果（250 mW/cm2）、光電流と分光信号

の時間変化が類似する結果が得られた。しかしながら実

際は、図 2 に示す通り、信号の立ち上がり付近に違いがみ

られ、光電流が少し遅れて立ち上がっていた。この系の光

電流では、TiO2 と色素の界面で光キャリヤが発生し、反対

方向の FTO との界面まで光キャリヤが伝播する。そのため、

光励起後のキャリヤ発生と電流発生の間にはキャリヤの伝

播による立ち上がりの差が発生すると期待され、今回の結

果はその差に起因すると考えられる。当日は立ち上がり時

間の違いを解析するモデルの提案[2]も含めて発表する。 
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図 1 (a) 光電流と(b) TiO2キャリヤの

分光信号の同時計測結果 

 

図 2 立ち上がり付近における光

電流と分光信号の比較 
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